
十
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
の
三
日
間
、
東
京
の
国
立
教
育
会
館
に
て
第

六
回
の
国
際
東
洋
医
学
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）
が
開
催
さ
れ
た
。
当
学
会
で
は
左

記
の
二
つ
の
医
史
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
り
、
内
外
研
究
者
の
発
表
と
討
論

が
日
・
英
・
中
の
同
時
通
訳
で
な
さ
れ
た
。

者
に
と
っ
て
、
他
の
と
く
に
人
文
科
学
系
の
諸
先
生
の
御
意
見
は
大
変
勉
強

に
な
っ
た
。

と
く
に
山
田
慶
兒
先
生
の
適
切
な
コ
メ
ン
ト
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

夕
食
後
は
ゲ
ス
ト
の
特
別
講
演
や
折
り
紙
・
習
字
・
太
極
拳
な
ど
で
国
際

親
睦
を
と
い
う
粋
な
企
画
が
な
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
参
加
者
全
員
が
通
常
の

学
会
や
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
で
は
得
ら
れ
な
い
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
さ
れ
た

こ
と
と
思
う
。

ま
た
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
あ
た
っ
て
裏
方
で
終
始
準
備
・
運
営
に

尽
力
さ
れ
た
酒
井
シ
ヅ
先
生
、
鳥
海
壽
子
さ
ん
ら
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究

室
の
な
ふ
な
ゑ
な
ら
ぬ
御
苦
労
に
深
謝
し
た
い
。

な
お
残
念
な
こ
と
と
い
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
の
医
学
史
に
造
詣
の
深
い
川
喜

田
愛
郎
先
生
が
突
然
の
御
病
気
で
欠
席
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
先
生
の
一

日
も
早
い
御
回
復
を
お
祈
り
し
た
い
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
今
後
も
引
き
続
き
開
催

さ
れ
る
こ
と
を
関
係
各
位
お
よ
び
谷
口
氏
に
切
に
お
願
い
し
た
い
。

（
花
輪
寿
彦
）

第
六
回
国
際
東
洋
医
学
会
・
医
史
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

○
シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
Ⅵ
「
医
学
文
献
と
学
術
交
流
の
歴
史
」
八
十
月
二
十
一
日
、

午
前
九
時
’
十
一
時
、
座
長
》
大
塚
恭
男
（
日
）
、
エ
ル
ス
・
マ
リ
ー
・
ア

ン
バ
ッ
ケ
ン
（
ス
エ
ー
デ
ン
）
Ｖ

一
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
に
お
け
る
医
学
文
献
の
伝
播
’
十
二
世
紀
以
前

小
曽
戸
洋
（
北
里
研
・
東
医
研
）

二
東
西
交
流

史
に
見
る

医
薬
文
化

東
野
治
之

（
大
阪
大

学
）

三
日
本
と
中

国
・
朝
鮮

間
の
医
学

文
献
と
学

術
の
交
流

’
十
三
世

紀
以
降

真
柳
誠

（
北
里
研
．

東
医
研
）

四
近
代
中
国

に
お
け
る

伝
統
医
学

97 （97）



思
明
（
中
国
・
延
辺
医
学
院
）

○
サ
テ
ラ
イ
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
「
ア
ジ
ア
伝
統
医
学
の
国
際
交
流
史
」

八
十
月
二
十
一
日
、
午
後
一
時
半
’
四
時
半
、
座
長
“
矢
数
道
明
・
大
塚
恭

里
変
Ｖ主
催
日
本
東
洋
医
学
会

共
催
日
本
医
史
学
会
・
東
亜
医
学
協
会
・
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学

総
合
研
究
所

実
行
委
員
長
矢
数
道
明

開
会
の
辞
矢
数
道
明

一
医
学
情
報
交
流
と
文
献
資
料
の
歴
史
王
平
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
中

華
医
院
）

二
中
．
近
世
に
お
け
る
伝
統
医
学
の
国
際
交
流
宗
田
一
（
日
本
医

史
学
会
常
任
理
事
）

三
東
西
医
学
の
窓
口
と
し
て
の
長
崎
の
役
割
酒
井
シ
ヅ
（
順
天
堂

大
学
）

四
昭
和
期
に
お
け
る
東
洋
医
学
の
国
際
交
流
津
谷
喜
一
郎
（
東
京

医
科
歯
科
大
学
）

追
加
発
言
矢
数
道
明

閉
会
の
辞
山
田
光
胤

と
西
洋
医
学
趙
洪
釣
（
中
国
・
河
北
中
医
学
院
）

五
朝
鮮
の
東
洋
医
学
歴
史
文
献
と
中
国
・
朝
鮮
の
東
洋
医
学
交
流
孫
「
初
代
曲
直
瀬
道
一
一
顕
彰
碑
」
建
立
・
除
幕
式

（
真
柳
誠
）

昭
和
六
十
二
年
九
月
、
矢
数
道
明
先
生
の
主
唱
の
も
と
に
、
日
本
東
洋
医

学
会
、
日
本
医
史
学
会
、
東
亜
医
学
協
会
は
先
哲
医
家
追
薦
委
員
会
を
結
成

し
、
曲
直
瀬
玄
朔
以
下
歴
代
今
大
路
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
祥
雲
寺
（
東
京
渋

谷
）
に
お
い
て
、
初
代
道
三
生
誕
四
八
○
年
祭
を
行
い
、
法
要
・
記
念
講

演
・
記
念
展
示
等
を
行
っ
た
。
そ
の
時
以
来
、
道
三
の
墓
石
の
あ
る
京
都
の

十
念
寺
（
京
都
市
上
京
区
寺
町
通
り
今
出
川
上
ル
、
住
職
君
野
静
賢
師
・
浄

土
宗
西
山
派
）
の
境
内
に
顕
彰
碑
を
建
立
し
、
日
本
医
学
の
中
興
の
祖
と
も

い
う
べ
き
初
代
道
三
の
功
績
を
、
永
遠
に
称
え
よ
う
と
い
う
気
運
が
盛
り
上

っ
て
き
た
。

そ
こ
で
日
本
東
洋
医
学
会
、
日
本
医
史
学
会
、
東
亜
医
学
協
会
が
主
催
団

体
と
な
っ
て
、
初
代
曲
直
瀬
道
三
顕
彰
碑
建
立
準
備
委
員
会
を
結
成
し
て
、

平
成
二
年
十
一
月
初
旬
を
目
途
に
、
碑
を
建
立
す
る
こ
と
を
議
し
た
。

こ
こ
で
概
略
の
経
過
を
報
告
す
る
。

二
月
十
二
日
、
東
京
よ
り
矢
数
会
長
の
意
を
う
け
て
、
土
屋
・
小
曽
戸
委

員
入
洛
、
京
都
よ
り
細
野
・
坂
上
・
杉
立
各
委
員
が
十
念
寺
に
住
職
を
訪
ね
、

顕
彰
碑
を
建
立
し
た
き
旨
を
の
べ
る
。
住
職
は
当
方
の
主
旨
に
全
面
的
に
賛

同
し
協
力
す
る
。
た
だ
し
本
堂
の
新
築
計
画
が
あ
り
、
明
年
二
月
か
ら
一
年

間
を
か
け
て
新
築
す
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
工
事
に
か
か
る
前
に
、
碑
を
建

立
し
て
い
た
だ
け
た
な
ら
好
都
合
と
の
話
を
承
る
。

五
月
二
十
日
、
矢
数
道
明
会
長
の
御
熱
意
を
承
る
。

六
月
、
杉
立
は
君
野
住
職
を
た
ず
ね
、
実
行
に
移
ら
せ
て
い
た
だ
く
旨
を
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